




































































































































































European Framework of Reference for Language：CEFRE）（Council of 



























































































































非言語コミュニケーション ② グループプレゼン（GP）: 世界のジェス
チャー
6
教育における文化の影響 ① ⃝ 事例分析（個人主義と集団主義）, 
⃝ GD: 教師としてのモットー, アメリカ人
小学校教師のモットーとの比較
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ビジネスにおける文化の影響 ① GD・CD: 海外派遣者ハンドブックの内容
（日本企業の海外での文化衝突事例分析）
9 ビジネスにおける文化の影響 ② GP: 世界の商習慣
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「Gestures：The Do’s and Taboos of Body Language around the World」
（Axtell，2008）、「Kiss, Bow or Shake Hands」（Morrison et al., 1994）、
「海外派遣者ハンドブック」（日本在外企業協会，2007）などで、授業中に
使用したDVDは、「Preschool in Three Cultures」、「The Colonel Comes to 









































































































































































































項目番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9
平 均 値 3.64 3.85 3.37 3.68 3.72 3.73 3.63 3.76 3.78
項目番号 10 11 12 13 14 ⓯ 16 17 18
平 均 値 3.44 3.46 3.62 3.55 3.52 3.78 3.59 3.5 3.41
項目番号 19 ⓴ ㉑ ㉒ 23 ㉔ 25 ㉖ 27
平 均 値 3.42 3.76 3.8 3.86 3.62 3.71 3.61 3.8 3.65
項目番号 28 29 30 31 32 ㉝ 34 35 36
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１．現状や背景・定義などの教科書の内容の講義 １ ２ ３ ４
自由記述欄
（２）自文化・異文化を認識する
２．価値観・文化の次元の講義 １ ２ ３ ４
３．好きなことわざのディスカッション １ ２ ３ ４
４．ドナの話の価値観ディスカッション １ ２ ３ ４
５．異文化トレーニング（常識と非常識） １ ２ ３ ４
自由記述欄
（３）文化のさまざまな知識を身につける
６．言葉によるコミュニケーションの講義 １ ２ ３ ４
７．ケーススタディ（恵子とジェーン） １ ２ ３ ４
８．世界のジェスチャーのグループプレゼン １ ２ ３ ４
９．非言語コミュニケーションの講義 １ ２ ３ ４
10．アイコンタクト実践 １ ２ ３ ４
11．あなたなら（時間の文化） １ ２ ３ ４
12．事例分析（個人主義と集団主義） １ ２ ３ ４
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13．小学校教員のモットーのディスカッション １ ２ ３ ４
14．アメリカ人小学校教師のモットーについてのディスカッション １ ２ ３ ４
15．３か国の幼稚園教育のビデオ １ ２ ３ ４
16．海外派遣者ハンドブックのディスカッション １ ２ ３ ４
17．世界の商習慣グループプレゼン １ ２ ３ ４
18．KFCの日本適応ビデオ １ ２ ３ ４
自由記述欄
（４）異文化による感情を体験する
19．異文化体験シュミレーションゲームバーンガ １ ２ ３ ４
20．カルチャーショックの講義 １ ２ ３ ４
21．偏見の教育ビデオ（The Class Divided） １ ２ ３ ４
自由記述欄
（５）異文化適応のためのスキルや心構えを学ぶ
22．DIE法講義 １ ２ ３ ４
23．DIE法ビデオ（A World of Diversity） １ ２ ３ ４
24．異文化適応の講義 １ ２ ３ ４





26．教員の体験談 １ ２ ３ ４
27．クラスメートの体験談 １ ２ ３ ４
28．ゲスト留学生の話 １ ２ ３ ４
29．グループディスカッション １ ２ ３ ４
30．クラスディスカッション １ ２ ３ ４
31．グループプレゼン １ ２ ３ ４








ついて体験しながら考え、異文化適応のスキルを学ぶ。 １  ２  ３  ４
34． 様々なテーマについてグループやクラスで意見を出し合う中で、自分と他者と
の違いについて発見し、内省しながら文化やコミュニケーションについて深く
考える。 １  ２  ３  ４
35． グループで英語の文献などを読解し発表したり英語のDVDを見ることを通し
て、英語を介して異文化を理解する。 １  ２  ３  ４
36． 小グループでのディスカッションにおいて、メンバーとの意見交換や調整と通
して自分の意見を提示することに慣れると同時に、クラスでのまとめの報告な
ど、クラスで発表することにも抵抗感なく取り組める。 １  ２  ３  ４
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自由記述欄
（８）以下の内容について、記述してください。
⃝コース内容を振り返り、どれが一番印象的でしたか。それはなぜですか。
⃝授業を通してどのような日本の文化や他文化を発見しましたか。
⃝この授業を受けて新たに学んだことを書いてください。
⃝この授業を受けてみて、将来に向けて実践したいことはありますか。
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